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議長・副議長・監査委員の選出

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
小
田
原
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
感
染
症
法
上
の
位
置

付
け
が
５
類
感
染
症
へ
と
移
行

し
、
私
た
ち
の
生
活
も
段
々
と
元

の
形
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
各
地
で
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
も

従
来
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
ま
ち
の

活
性
化
へ
の
光
明
が
見
え
て
き
た

と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
令
和

５
年
５
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
小
田
原
市
議
会
の
議
長
、
副

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

（
※
）
こ
の
重
責
を
一
層
痛
感

し
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

（
※
議
長
は
前
期
に
引
き
続
き
の

就
任
と
な
り
ま
し
た
）

　
こ
の
２
年
間
、
未
曽
有
の
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
「
シ
ン
」
に
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
持
た
せ
た
「
シ
ン
・

ギ
カ
イ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
時

代
に
即
し
た
議
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
が
実
現
し
、

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
議
案
等
資

料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
一
気
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に

お
け
る
調
査
検
討
を
経
て
、
議
員

提
出
に
よ
り
、
「
小
田
原
市
地
域

経
済
好
循
環
推
進
条
例
」
を
制
定

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
好
評
を
得
て
い
る
議
場
見
学
会

に
は
、
多
く
の
小
学
生
の
参
加
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　
　

　

先
人
の
流
れ
を
く
み
つ
つ
、
新

し
い
こ
と
に
向
か
っ
て
い
く
。
こ
の

姿
勢
に
変
わ
り
は
な
く
、
さ
ら
に
こ

れ
ま
で
の
「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」
を
超

え
る
べ
く
、
「
シ
ン
・
ギ
カ
イ　
ビ

ヨ
ン
ド
」
と
し
て
、
未
来
に
向
け
て

「
シ
ン
カ
」
す
る
議
会
運
営
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
現
在
、
新
病
院
の
建

設
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
デ
ジ
タ
ル

タ
ウ
ン
創
造
事
業
と
い
っ
た
、
大

規
模
事
業
が
進
行
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
長
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、

物
価
高
騰
等
に
よ
り
負
担
感
が
増

し
て
い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
地
域

公
共
交
通
の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
と
し
て
、
市
が
行
う
諸
施
策
を

多
方
面
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
議
論

を
尽
く
す
こ
と
で
、
市
民
に
と
っ

て
よ
り
有
益
な
施
策
の
実
現
へ
と

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

議
員
一
人
一
人
が
果
た
す
べ
き

使
命
と
責
任
を
自
覚
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
市
政

の
発
展
に
努
め
て
い
け
る
よ
う
、
決

意
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
お
よ
び
経
営
に
係
る
事
業

の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
を
監
査
す
る
た
め
、
本
市

に
は
３
名
の
監
査
委
員
が
お

り
、
そ
の
う
ち
の
１
名
を
市
議

会
議
員
か
ら
選
出
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
新
た
に
、
鈴
木
敦
子
議

員
が
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

大川 裕 議長、篠原 弘 副議長を選出
　　　　　　  議会選出監査委員に 鈴木　敦子 議員

大川 裕 副議長を選出
　　　　　　  議会選出監査委員に  楊 隆子 議員

　５月18日に開催された５月臨時会では、議長、副議長の選挙、議会選出監査委員の選任のほか、
常任委員の選任など、議会活動を行う上で必要な事項を決定しました。

大川　裕
第65代議長

篠原　弘
第75代副議長

  　　

正
副
議
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
「
シ
ン
・
ギ
カ
イ 

ビ
ヨ
ン
ド
」
を
胸
に

鈴木　敦子
監査委員

　
二
期
目
を
迎
え
る

　
　
　
　
「
シ
ン
・
ギ
カ
イ 

」

　
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割

議
会
選
出
監
査
委
員
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総務常任委員会

厚生文教常任委員会

副委員長

副委員長

委員長

委員長

議会事務局、企画部、総務
部、市民部、防災部、環境
部、消防本部、監査事務局
の所管に属する事項および
他の委員会の所管に属しな
い事項

※掲載内容　①名前　②居住地　③電話番号　④年齢（８月１日現在）　⑤当選回数　⑥会派名

文化部、福祉健康部、子ど
も若者部、市立病院および
教育委員会の所管に属する
事項

常任委員会の構成（委員の並び順は議席番号順）

①鈴
す ず き

木　和
かずひろ

宏
②早川
③0465-22-5746
④54歳
⑤３回
⑥誠和

①清
し み ず

水　隆
た か お

男
②蓮正寺
③0465-37-4578
④58歳
⑤２回
⑥誠新

①安
や す の

野　裕
ゆ う こ

子
②下堀
③0465-42-2192
④73歳
⑤６回
⑥志民・維新の会

①岩
い わ た

田　泰
やすあき

明
②栢山
③0465-37-0624
④41歳
⑤２回
⑥　ー

①鈴
す ず き

木　敦
あ つ こ

子
②根府川
③0465-29-0233
④59歳
⑤４回
⑥志民・維新の会

①中
な か の

野　正
まさゆき

幸
②曽比
③0465-37-8828
④52歳
⑤１回
⑥公明党

①宮
みやはら

原　元
げ ん き

紀
②鬼柳
③0465-37-6111
④43歳
⑤２回
⑥誠新

①荒
あ ら い

井　信
のぶかず

一
②扇町
③0465-34-7097
④63歳
⑤２回
⑥公明党

①篠
しのはら
原　 弘

ひろし

②小台
③090-1652-3900
④71歳
⑤３回
⑥誠和

①井
いのうえ

上　昌
まさひこ

彦
②栄町
③0465-22-5026
④58歳
⑤４回
⑥誠和

①小
こ だ に

谷　英
えいじろう

次郎
②鴨宮
③090-1704-3176
④42歳
⑤２回
⑥志民・維新の会

①島
し ま だ

田　佐
さ わ こ

和子
②本町
③080-3528-1276
④37歳
⑤１回
⑥志民・維新の会

①寺
てらしま

島　由
ゆ み こ

美子
②国府津
③080-8080-0312
④55歳
⑤１回
⑥ミモザりっけん

①加
かとう 


藤　仁
ひ と し

司
②中村原
③0465-43-0628
④61歳
⑤８回
⑥誠和

①池
い け だ

田　彩
あ や の

乃
②飯泉
③0465-25-2806
④46歳
⑤２回
⑥誠新

①桒
くわ
はた

畑　寿
じゅいちろう

一朗
②南町
③0465-42-9155
④63歳
⑤１回
⑥誠新

①楊
よう

　隆
た か こ

子
②酒匂
③0465-47-0013
④59歳
⑤４回
⑥公明党

①原
はら

　久
く み こ

美子
②板橋
③0465-20-5933
④60歳
⑤１回
⑥ミモザりっけん

常任委員会等の構成
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常任委員会等の構成

議会運営委員会の構成（委員の並び順は議席番号順）

常任委員会とは

　本会議で審議される議案等は、テーマが多岐にわたるため、効率的な議事運営のために、分野ごとに常任委員
会を設置し、詳細な審査を行っております。
　本市議会では４つの常任委員会を設置しており、議員は議会広報広聴常任委員会を除く常任委員会のうち、い
ずれか一つの常任委員会に所属します。

建設経済常任委員会

議会広報広聴
常任委員会

議会運営委員会

副委員長

副委員長

副委員長

委員長

委員長

委員長

公営事業部、経済部、都市
部、建設部、上下水道局お
よび農業委員会事務局の所
管に属する事項

議会の広報および広聴に関
する事項

議会の運営や議長の諮問に
関する事項

①金
かなざき

崎　 達
とおる

②城山
③0465-87-9132
④58歳
⑤２回
⑥公明党

①稲
いねなが

永　朝
と も み

美
②飯泉
③080-7953-7670
④34歳
⑤１回
⑥ミモザりっけん

①神
か ん べ

戸　秀
ひでのり

典
②国府津
③0465-46-8852
④51歳
⑤３回
⑥誠新

①杉
すぎやま

山　三
さぶろう

郎
②矢作
③090-8680-1591
④75歳
⑤４回
⑥志民・維新の会

①大
おおかわ

川　晋
しんさく

作
②成田
③0465-38-0831
④55歳
⑤１回
⑥志民・維新の会

①角
つ の だ

田　真

ま み 


美
②南町
③0465-22-3078
④56歳
⑤２回
⑥誠和

①大
おおかわ

川　 裕
ゆたか

②扇町
③0465-31-0501
④58歳
⑤４回
⑥誠新

①北
きたもり

森　明
あ す か

日香
②荻窪
③0465-34-4919
④40歳
⑤１回
⑥　ー

①武
たけまつ

松　 忠
ただし

②小八幡
③0465-49-3572
④57歳
⑤７回
⑥誠和

池田　彩乃（誠新）

桒畑　寿一朗（誠新）

中野　正幸（公明党）

大川　晋作（志民・維新の会）

神戸　秀典（誠新）

鈴木　敦子（志民・維新の会）

寺島　由美子（ミモザりっけん）

杉山　三郎（志民・維新の会）

武松　忠（誠和）

角田　真美（誠和）

宮原　元紀（誠新）

金崎　達（公明党）

角田　真美（誠和）

島田　佐和子（志民・維新の会）

鈴木　和宏（誠和）

稲永　朝美（ミモザりっけん）
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地
域
ポ
イ
ン
ト
の
開
始
に
伴

い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
連
携
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
振
ら

れ
て
い
る
固
有
の
Ｉ
Ｄ
と
図
書
館

の
利
用
者
の
番
号
を
連
携
す
る
も
の
で
、

図
書
館
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
際
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い
れ

ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
図
書
館

カ
ー
ド
と
し
て
使
用
可
能
と
な
る
。

　

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
の
設
置
は
、

小
田
原
城
へ
向
か
う
通
り
の
魅

力
創
出
に
ど
の
よ
う
な
形
で
貢
献
す
る

の
か
。

　

Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
機
能
に
よ
り
、
観

光
客
や
市
民
の
方
が
通
信
環
境
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
安
心
・
安
全
の
確

保
、
人
流
解
析
機
器
に
よ
る
混
雑
等
の

把
握
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
災
害
情
報

の
放
送
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
。

　
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
は
ど
の
よ
う
な
情

報
を
発
信
す
る
の
か
。

　

周
辺
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
や

市
政
情
報
、
観
光
情
報
、
災
害
時

に
は
防
災
情
報
の
発
信
を
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
人
流
解
析
機
器
に
よ
り
判
別

し
た
通
行
人
の
性
別
や
年
代
に
適
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

　

観
光
ア
プ
リ
の
改
修
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
告
知
や
観
光
客
の
回

遊
に
寄
与
す
る
と
思
う
が
、
こ
の
ア
プ

リ
の
現
在
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
と
目
標

数
に
つ
い
て
伺
う
。

　

２
０
２
２
年
度
末
で
約
６
万

２
千
件
と
把
握
し
て
い
る
。

今
年
度
末
で
７
万
、
２
０
２
４
年
度
末

で
９
万
、
２
０
２
５
年
度
末
で
11
万
と

順
次
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
費
用
対
効
果
が
明
確
で
な
い

等
の
理
由
か
ら
、
「
デ
ジ
ブ
ラ

城
下
町
」
を
ハ
ブ
と
し
た
多
拠

点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く

り
事
業
費
に
係
る
経
費
を
削
除

す
る
修
正
案
が
総
務
常
任
委
員

会
お
よ
び
本
会
議
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

【
採
決
の
状
況
】

　
総
務
常
任
委
員
会
：
可
否
同

数
の
た
め
委
員
長
裁
決
（
※
用

語
解
説
）
に
よ
り
否
決

　
本
会
議
：
賛
成
少
数
に
よ
り

修
正
案
を
否
決
後
、
原
案
を
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決

※
委
員
長
裁
決
（
用
語
解
説
）

　
委
員
会
で
の
採
決
は
、
出
席

委
員
の
過
半
数
で
決
し
ま
す
が
、

可
否
が
同
数
と
な
っ
た
場
合
は

委
員
長
が
そ
の
裁
決
権
（
可
否

を
決
定
す
る
こ
と
）
を
行
使
し

ま
す
。
（
小
田
原
市
議
会
委
員

会
条
例
）

総
務
常
任
委
員
会
で
の
質
疑

令
和
５
年
度
小
田
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
の
修
正
案

6
月
定
例
会
の
議
案
か
ら

６
月
定
例
会
で
は
令
和
５
年
度
補
正
予
算
や
条
例
議
案
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
の
、
「
デ
ジ
ブ
ラ
城
下
町
」
を
ハ
ブ
と
し
た
多
拠
点
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

議案一覧

【事業概要】
１　マイナンバーカードを活用した地域ポイントサービス
の開始

２　スマートポール（Ｗｉ-Ｆｉやデジタルサイネージ等の
機能を付加した街路灯）の設置

３　観光アプリを改修し、リアルタイムコンテンツを充実
４　市民通報アプリなどの位置情報データを災害時に活用
５　個人に最適化されたサービスを提供するためパーソナ
ルデータを活用できるようデータ連携基盤を整備

小田原駅

小田原城

人の流れ

駅前商店会

お
堀
端
商
店
街

一般会計補正予算
「デジブラ城下町」をハブとした多拠点ネットワーク型まちづくり事業費　６億８１０８万円

　内閣府等が行う「デジタル田園都市国家構想交付金」4億 4072 万円を活用して、小田原城を中心とした市街地か
ら観光拠点を有する早川や板橋などの周辺地域を市民や観光客が行き交い、にぎわいのあるエリアとして形成し、デ
ジタル技術により地域幸福度（Well-Being）の高いまちづくりを実現する。

6 月定例会の議案から

観光交流センタースマートポールイメージ

スマートポール設置イメージ



 建設経済常任委員会

厚生文教常任委員会

中央ブロック4カ所
の縦通路に手すり
（計42カ所）を設置

中央ブロック

舞台側
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常任委員会の審査概要

　なぜこの公園が選ばれたのか。今後この
公園だけでなく、他にも広げていくのか。
　この公園は、鴨宮駅から至近距離にある
ほか、他の公園と比較して利用者が少な

いため、利用しやすい公園に再整備し、地域の
魅力を高めることを目的に選定した。
　まずは令和６年度までにこの公園を含めて２公
園の再整備を実施し、その効果検証等を行いなが
ら、さらに次の公園の再整備につなげていきたい。

　久野・荻窪地区と橘地区の計画策定を
先行して今年度に行う意図を伺う。
　川西の久野・荻窪地区は作目が比較的多
彩で、市街地に隣接しており、川東の橘地

区は樹園地や普通畑に加え、小田原では珍しく
畜産関係をしているエリアであることから、翌
年度の策定で作業の参考となるような地区を選
定した。

　街区公園再整備事業は、街区公園を誰もが利
用したくなるような魅力ある公園に再整備する
ことを目的に、南鴨宮駅前公園を対象として、
令和４年度から始まったもので、公園利用者が
参加するワークショップなどを通して意見をい
ただき、令和５年３月に再整備計画を策定した。
令和５年度は、この計画に基づき、再整備工事
を行う。

　来場者から、大ホール客席階段が急であると
の意見が多く寄せられていることから、手すり
が未設置である中央ブロックの４カ所の縦通路
に手すりを設置する。

　目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する
「地域計画」の策定が法定化されたことに伴い、
効率的かつ安定的な地域農業を確立するため、
市内を６地区に分けて令和６年度末までに同計
画を策定する。

「こんな報告もありました」
●西湘バイパス耐震補強工事の工事期間延伸
●小田原城址公園のサルの譲渡

など　

　今回の手すり設置箇所は、設計段階で
協議し、設置しないと判断したものだと

思うが、改めて設置することとしたのは、利用
者意見を踏まえ、再度協議した結果なのか。
　設計で鑑賞環境を考慮し、現場確認の上
での判断であったが、一般利用開始後、来

場者の多くから、手すり設置のご要望をいただ
いたため、設置することとした。

【補正予算】

【補正予算】

【補正予算】
南鴨宮駅前公園の再整備
地域住民の声を反映した魅力ある公園に

農業の多様な担い手育成支援
地域計画策定支援委託料

来場者の声を形に
市民ホール客席通路に手すりを設置

 設置箇所（市民ホール（三の丸ホール）大ホール１階）
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常任委員会の審査概要

　給付金の申請漏れがないようにするた
めの方策を伺う。特に、申請後に審査を

経てからの支給となる家計急変世帯は、市民の
立場からすると申請のハードルが高いと感じる
が、 積極的な方策はあるのか。
　非課税世帯に対しては、課税情報に基づ
き市から確認書を送付するとともに、確認

書の返送がない方には申請勧奨の通知を発送す
る予定である。家計急変世帯に対しては、公共
職業安定所や社会福祉協議会等の関係機関にも
しっかりと周知し、該当の可能性のある方には
相談業務の中で申請の案内をしていきたいと考
えている。

　本改正により対象となる特定小型原動
機付自転車の台数は、どの程度を見込ん

でいるのか。
　特定小型原動機付自転車は現在、全国的
にそれほど出回っているものではなく、い

わゆる電動キックボードについては本市に約
70台あると認識している。

　これまで市としての文化財全体に関す
る計画は何もなかったのか。また文化財

保護委員会のメンバーについて伺う。
　これまで文化財に関するマスタープランの
ようなものはなかったため、新たに策定する

ものである。文化財保護委員会の構成メンバー
は、美術・歴史・考古学等の専門家10名である。

　地方税法施行規則が一部改正され、特定小型
原動機付自転車に対する軽自動車税の種別割の
標準税率に係る所要の整備が行われることに伴
い、これに応じた措置を講ずるため改正する。
　道路運送車両の保安基準等の一部改正により
新設される特定小型原動機付自転車に該当する
電動キックボード等に対する軽自動車税の種別
割の税率を年額２千円とする。

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担
増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得
世帯に対し、１世帯当たり３万円を支給する。

　策定期間は３年間とし、１年目となる今年度は計
画策定に係る「懇話会」を開催し情報収集等を行
うとともに、既存の「文化財保護委員会」において
計画案を協議する。また本市文化財に関する既往
の調査や資料の整理等を委託する。

「こんな報告もありました」
●ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業
●小田原市消防署所再整備計画の改定　　　　　

など　

「こんな報告もありました」
●旧内野醤油店の整備方針等
●旧松本剛吉別邸および皆春荘の庭園整備実施設計

など　

【補正予算】

【条例議案】

【補正予算】
電力等の価格高騰による負担を軽減
住民税非課税世帯等に給付金を支給

小田原市市税条例の一部を改正する条例

　現在、保有する高規格救急自動車の台
数と、新たに取得するものは従来のもの

と性能が異なるのか伺う。
　現行では14台を配置している。なお新
たに発注するものの性能は従来と同じであ

る。

【事件議案】

高規格救急自動車の取得

文化財保存活用の地域計画策定のため
調査・協議を開始

　救急救命士が行う高度救命処置を適切に実施
できる車内のスペースおよび傷病者を適切に搬
送するための空調・換気設備などを有し「緊急
自動車」としての要件である散光式赤色ＬＥＤ
警光灯およびサイレンなどを装備する高規格救
急自動車を取得する。
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令和 5 年 6 月定例会　賛否一覧
会　派　名

議
決
結
果

ミモザりっけん 公明党 誠　　和 誠　　新 志民・維新の会 （無会派）

番　　　号 17 18 27 9 10 19 20 5 6 15 16 25 26 3 4 13 14 23 24 1 2 11 12 21 22 7 8

議　員　名
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美
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由
美
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彦
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原
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仁
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忠
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彩
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桒
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朗

宮
　
原
　
元
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神
　
戸
　
秀
　
典

清
　
水
　
隆
　
男

大
　
川
　
　
　
裕

小
　
谷
　
英
次
郎

島
　
田
　
佐
和
子

安
　
野
　
裕
　
子

鈴
　
木
　
敦
　
子

杉
　
山
　
三
　
郎

大
　
川
　
晋
　
作

北
　
森
　
明
日
香

岩
　
田
　
泰
　
明

議案第３９号　令和５年度小田原市一般会計補正
予算　※原案

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

× × × × ○ ○ × ×

議案第３９号　令和５年度小田原市一般会計補正
予算の修正案（令和 5年度小田原市一般会計補正
予算中、デジタル化によるまちづくり推進事業　
「デジブラ城下町」をハブとした多拠点ネットワー
ク型まちづくり事業費の削除）
（小谷議員ほか２名の修正案）

否
決× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

意見書案第１号　豊かな学びの実現・教職員定数
改善をはかるための令和６年度政府予算に係る意
見書

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決に加わりません 〇：賛成　　×：反対

陳情の採決結果
件　　　　　　　　　　　　名 結　果

豊かな学びの実現・教職員定数改善をはかるための 2024 年度政府予算に係る意見書提出を求
める陳情 採　択

次の意見書を国に提出しました
豊かな学びの実現・教職員定数改善をはかるための令和６年度政府予算に係る意見書（要旨）

１　小学校の 35 人学級を計画的に進め、中学校・高等学校での引き下げを早急に決定すること。また、
さらなる少人数学級について検討すること。

２　豊かな学びの環境を実現するための教育予算増額と今日的教育課題のための教育職員の常勤化を含め
た教職員定数改善を推進すること。

賛否一覧

陳情一覧

意見書全文

・下段に記載の陳情および意見書を除く全 9 件のうち、賛否が分かれた議案のみを掲載しています。
・全議案および陳情の賛否については、ホームページでご覧いただけます。

・陳情の全文については、ホームページでご覧いただけます。

６月定例会の賛否一覧・陳情の採決結果等
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一般質問

9

　「人口20万人」は市長の選挙公約であり、
令和２年12月定例会では、「2030年に人口

20万人を達成していく。」との答弁がなされた。
市長の任期満了まで、１年を残すところであるが、
人口動態の変化が現れ、2030年の人口20万人が
現実のプランとなってきたのか伺う。
　近年の本市の人口動態は、全国の傾向と同
じく、少子高齢化が進み、死亡者数が出生者

数を大幅に上回ることなどを原因に人口減少と
なっている。一方で、令和２年６月以降、人口動
態が社会増の傾向に転換し、その傾向が現在も続
いている。コロナ禍に伴う暮らし方や働き方の変
化により、本市のポテンシャルが再認識されてい
ることから、2030年に向けさらに本市に住みた
い、住み続けたい方を増やしていく。

　「小田原の良さ」を全国的に発信し、ま
ずは知ってもらうことで、その延長に観光

客や移住者の増加などがあると考える。そこで本
市におけるメディア（テレビやラジオなど）を用
いた小田原のPRの現状について伺う。

　「J:COMチャンネル小田原」では小田原の
情報を発信する「広報おだわら」と「c

カ ラ フ ル

olorful」
(用語解説あり)という番組を放送しており、いずれ
も市公式YouTubeチャンネルでも発信しているほ
か、ラジオやタウン誌等でも日々情報発信に努めて
いる。また民間事業者とも連携して、テレビ番組等
の取材にも積極的に協力することで、情報番組等で
の取り扱いも増えており、放送を事前に告知できる
ものについてはＳＮＳ等で発信することで、さらなる
情報の拡散を図っている。

市長の人口20万人の公約
現実のプランとなってきたのか
	 小谷　英次郎 一般

質問
　６月定例会では、21 人の議員が
一般質問を行い、市政に対する疑
問点や将来の展望等について、市
長等の考え方を確認しました。
　ここではその一部を紹介します。

《質問一覧はHPで確認できます》

そ の 他 の 質 問
◦市長の情報公開に対する政治姿勢
◦ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業　　　　　など

そ の 他 の 質 問
◦小田原市の教育の充実

●●用語解説●●

≪「c
カ ラ フ ル
olorful」≫

　小田原の自然、歴史、産業など多彩な資源を活
用しながら、新しい事業や活動をする人などを紹
介する本市の広報番組であり、番組タイトルであ
る「c

カ ラ フ ル

olorful」は、小田原が持つ色(資源)と、市
内で活動する人の色(個性)が混ざり合うことで、
小田原がより色鮮やかになっていることを由来と
している。

　J:COMチャンネル小田原（地デジ11チャンネ
ルで）放映。
　　◆月～金曜日　　午後8時15分～
　　◆土・日曜日　　午前9時15分～
　　　　　　　　　　午後8時15分～
※放映時間は一部変更になる場合あり

　過去に放映した番組はこちらから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市HP

小田原の魅力の発信
メディア活用の現状は
	 桒畑　寿一朗
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一般質問

●●用語解説●●
≪防災士≫

　防災士とは認定特定非営利活動法人日本防災士
機構が認証する者で、自助・共助・協働を原則に
社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期待
され、そのための十分な意識と一定の知識・技能
を修得している。

　防災士になるためには、一般的な方法と消防の
現職などの方が「特例制度」を使う方法があり、
一般的な方法では次の３ステップが必要。

ステップ１　当該機構が認証した研修機関が実施
する「防災士養成研修講座」を受講し、「研修履
修証明」を取得する。
ステップ２　当該機構が実施する「防災士資格取
得試験」を受験し、合格する。
ステップ３　自治体等が主催する「救急救命講習」
を受け、その修了証を取得する。

　昨年実施した小田原市いっせい総合防災
訓練の後、広域避難所運営委員会のメン

バーから、専門家を含まない自治会役員の方々が
自ら運営していくことへの戸惑いや、「専門家の
指示を仰ぎたかった」との声が多く上げられた。
避難所のレイアウト、案内誘導、スタッフの配置
等、広域避難所の運営については専門家の関与が
必要と考えるが、見解を伺う。

　広域避難所の運営については、国・県の指針
を参考に作成した運営マニュアルを基に、各広

域避難所運営委員会において、防災部および避難
所の開設・運営に従事する職員も参加し、地域や施
設の状況に応じた協議を重ねている。今後は地域か
らの要望に応じて、防災士(用語解説あり)の資格の
ある市職員等による助言を行っていくなど、専門的
な知見を提供することも進めていく。

　本市の旧町村地域における合併以来の時点
比での人口増減について伺う。また農村的機

能を有する地域と都市機能を有する地域があるが、
旧町村別にそれぞれどのように捉えているのか。

　現在の人口統計と異なるため参考値となる
が、合併時と令和２年国勢調査時の人口を比

較すると、ほぼどの地域も増加しており、下府中、
桜井、豊川および上府中は２倍以上増加。ただし
下曽我、片浦および曽我は減少となっている。
　富水・桜井地域、川東北部地域に水田、早川・
片浦・大窪地域、川東北部地域、橘地域に畑と樹
園地が多く見られ、農業利用が比較的広い地域と
なっている。また小田原駅、鴨宮駅を核とした中
央地域、川東南部地域のほか、東海道本線や小田
急小田原線の駅周辺で高い人口集積が見られ、高
密度な市街地を形成している。

　第６次小田原市総合計画において大規模
事業がいくつも挙げられており、今後、公

債費や負担金が増額し、財政が硬直化することを
危惧している。現時点ではまだ構想や検討の段階
にあるものの、将来的に大きな財政負担が予測さ
れる事業について、事業の見直しを行う予定があ
るのか。

　第６次小田原市総合計画については、位置
付けた事業を効果的・効率的に推進するため、

毎年度、評価・検証を行うほか、国や国際社会の
動向といった社会状況の変化に対応するため、３
年に一度、実行計画を改定することとしている。
こうした見直しを行いながら、「世界が憧れるま
ち“小田原”」の実現に向け、第６次小田原市総合
計画に位置付けた事業の前進に必要な投資を、引
き続き行っていく。

自治会を中心とした広域避難所の運営
専門家の関与が必要では
	 池田　彩乃

本市の旧町村地域の振興
地域の人口増減や特色に対する認識は
	 岩田　泰明

そ の 他 の 質 問
◦本市職員の働き方
◦公共施設の適切な保全

そ の 他 の 質 問
◦新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

そ の 他 の 質 問
◦共生社会の実現に向けて

（※認定特定非営利活動法人　日本防災士機構HP参照）

将来的に見込まれる財政負担増
事業見直しの考えは
	 安野　裕子
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一般質問

　本市は、脱炭素社会実現に向けた取り組み
を大きく加速させるためゼロカーボン・デジ

タルタウンを創造し、その成果を市内外に展開す
るとのことだが、基本構想策定前では、その費用
対効果に疑問や不安を持つ声もある。目指すべき
まちづくりのイメージが共感できるよう進めるこ
とが重要と思うが、市民説明の考え方を伺う。

　本事業は、持続可能で豊かな暮らしの実現
に向け、ゼロカーボンとデジタルを高い次元

で融合させたまちづくりに挑戦する、国内でも最
先端の取り組みである。小田原で生活している
方々はもちろん、未来を担う若者が夢や希望を持
てるようなまちであることが重要で、これからの
市民生活につながる事業であるため、基本構想策
定段階から、市民への説明を丁寧に行い本事業の
目指す方向性や考え方を共有しながら進めていく。

　聴覚障がい者にとって災害時の情報伝達は
生命に関わる喫緊の課題である。正しく情報

を伝達するには手話や要約筆記など、障がいの特
性に応じた手段が必要である。災害時に聴覚障が
い者への確実な情報伝達を行うことの重要性につ
いて、市の見解および現在の取り組み状況を伺う。

　聴覚障がい者に対して、正しい情報を確実
に伝達することは非常に重要であると考えて

いる。「小田原市非常時通信システム基本計画」
の策定の際、聴覚障がい者および関係団体に防災
情報の取得方法を伺ったところ、メールを利用し
ているとのことであった。本市ではその他にＦＡ
Ｘや防災アプリ「おだわら防災ナビ」(用語解説
あり)など、文字情報での伝達手段があり、確実
に災害情報を入手できるよう特性に合わせた伝達
手段を選択できるようになっている。

　現在、本市は公設ドッグラン開設に向け
た実働段階にあると理解してよいのか。

　また令和４年度に試行されたドッグランにおけ
る利用者の反応およびアンケート結果をどのよう
に分析しているのか。今後ドッグランの設置場所
の選定条件、規模についてどのように考えている
のか。

　常設ドッグラン設置の検討をしている段階
である。利用者の反応については、おおむね

好評であり、アンケート結果からは有料でよいと
考えている方が多数であることが判明し、公設
ドッグランを有料で開設してもニーズはあると分
析している。ドッグランの整備については駐車場
を有することや近隣への影響などさまざまな条件
を満たす必要があり、規模よりも場所の選定条件
を優先すべきと考える。

ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業
事業成功の鍵は市民への丁寧な説明
	 中野　正幸

聴覚障がい者の喫緊の課題
災害時における情報伝達は
	 稲永　朝美

そ の 他 の 質 問
◦本市の自転車用ヘルメット着用促進の取り組み
◦物流の 2024 年問題

そ の 他 の 質 問
◦奨学金制度
◦新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（後遺症）への対応

そ の 他 の 質 問
◦新型コロナウイルス感染症対策３年間の総括・検証
◦小田原市の災害時医療

●●用語解説●●

≪おだわら防災ナビ≫

　災害発生時、またはその恐れがある場合に、一
人一人の手元に市からの情報を届けることができ
るスマートフォンアプリのことで、本市では令和
５年２月から運用を開始している。
　防災に関する情報のほか、ごみカレンダーなど
生活に密着した情報も入手することができる。
　なお避難情報発令時には、危機感が一目で分か
るよう、画面が緊急モードに変わる。

　利用に当たってはアプリ
のダウンロードおよび地域
登録などが必要となり、市
ホームページ上で案内をし
ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  市HP

公設ドッグランの開設
これまでの取り組みと今後の展望
	 原　久美子
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一般質問

　新型コロナワクチン接種による健康被害
の事例を踏まえ、ワクチン接種の推進を

いったんやめ、接種の在り方を考え直してはどう
か。またワクチン接種によるデメリットも市民に
伝えるべきであると考えるが、見解を伺う。

　国は令和５年度のワクチン接種について特
例臨時接種を継続し、対象者全てに自己負担

なく実施する方針である。現在本市は令和５年秋
開始接種について、関係団体と調整しながら検討
を進めており、今後、国から示される詳細を基に
適切に対応していく。また接種についてさまざま
な媒体で情報発信に努めており、ワクチン情報は
国のホームページなどを案内している。接種対象
者に個別に情報が行き渡るよう、接種券のほか予
防接種の説明書等を同封し、ワクチンの効果と副
反応のリスクなど特に重要な情報を周知している。

　脱炭素という世界的潮流の中で、大規模
太陽光発電所(用語解説あり)の設置が進んで

いるが、国内では、地域住民とのトラブルや崩壊
事故などが発生しており、地方自治体による規
制・調和条例が制定されるなどしている。
　本市は土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区
域等が多く、そのような区域に設置された場合、
自然災害の発生リスクは非常に大きいと考える。
本市として条例を制定する考えはあるのか。

　本市は、脱炭素施策推進の観点から太陽光
等の再生可能エネルギーの導入を促進する立

場ではあるが、住民が不安を感じ、災害リスクを
高めてまで推進するつもりはない
ため、規制条例制定についても国
や司法の動向を注視しているとこ
ろである。

　橘地域には現在、医療機関が一つもなく、
そのため他の地域へ通院する方が多いが、

地域と国府津駅を結ぶバス路線は減便となってお
り、非常に不便な状況である。この状況は改善す
べきと考えるが、橘地域の医療と移動手段、それ
ぞれの現状と課題についての見解を伺う。

　橘地域は現在、医科の診療所が一つもない
状況にある。地域からは不安の声が届いており、

現在、地域の医療ニーズを調査している。路線バス
については、地域のニーズを踏まえたルートなどの
再編による利用促進を図る実証運行を行ったが、バ
ス事業者が自主運行の目安とする利用人数に達し
なかったため、国府津駅から橘団地を運行する路線
が大幅に減便された。現在、国道１号区間において
空白時間帯が生じており、他の地域への日常の移動
に課題があると認識している。

大規模太陽光発電所（メガソーラー）
設置を規制する条例の制定を
	 井上　昌彦

そ の 他 の 質 問
◦ＬＧＢＴへの対応
◦学校給食における栄養の偏り　　　　　　　　　　など

そ の 他 の 質 問
◦農地の活用

そ の 他 の 質 問
◦帯状疱疹ワクチン接種費用の公費助成
◦小田原海岸における高潮高波の減災対策　　　　　など

●●用語解説●●

≪大規模太陽光発電所（メガソーラー）≫

　１メガワット(1000キロワット)以上の出力を
持つ太陽光発電システムのことで、空き地、堤防、
埋め立て地、ビルや学校の屋上などに設置されて
いる。
　発電量は、１メガワットのメガソーラーで年間
約100万キロワットアワー以上が見込め、これは
一般家庭約300世帯が年間に消費する電力量（設
置場所や日射量等の要因によって発電量の変動あ
り）に相当する。
　設置するためには、約２ヘクタールの敷地が必
要となる。

橘地域の医療と移動手段に改善を
それぞれの現状と課題は
	 楊　隆子

新型コロナワクチン
接種の在り方を見直す考えは
	 島田　佐和子
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一般質問

　ますます加速する高齢化の中にあって、
未病対策が喫緊の課題である。本市には進

んだ技術やノウハウを有し、他自治体と連携し未
病対策に取り組んでいる企業がある。これを参考
に先進的な未病対策を小田原から全国に発信でき
ればと考えるが、所見を伺う。

　本市は、民間の力を取り入れたデジタル技
術の活用と公民連携を進めており、健

けん

幸
こう

ポイ
ントアプリ(用語解説あり)やコンビニエンススト
アと連携した食生活改善といった先進的な取り組
みをしている。
　本年度は新たに１日の野菜摂取状況を数値化し、
見える化できる測定器を用いた健康講座を企画し
ているところであり、今後も先進的な手法や取り
組みに関する情報収集に努め、有効な事業をさら
に推進し、情報発信に取り組んでいきたい。

　子育て世帯に対して、子どもの医療費負担
の軽減を図ることは、安心して子育てができ

る環境を整える上で、大変重要だと考える。令和
５年度の小児医療費助成事業の拡充内容と対象児
童数の見込み、県内他市町村の状況を伺う。また
本市のさらなる拡充策の検討状況について伺う。
　令和５年10月診療分から、小中学生の保護
者に対して設けていた所得制限を廃止し、中

学生までの全ての児童が医療費助成を受けられる
ようになる。これに伴い、新たに対象となる児童
数は約2700人を見込み、全体で約１万8900人
となる。県内他市町村の状況は、令和４年度末で、
県内19市中８市が、また14町村中13町村が所得
制限を廃止している。なお本市では、さらなる充
実策として、現在、15歳までの対象年齢を18歳
まで拡大することについて検討を始めている。

　保育所の給食費については、市独自に無
償化等を行うことを妨げるものではない。

国の「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地
方交付金」は物価高騰分に限らない範囲にまで活
用できたが、なぜ保育所の給食費は、値上げ分だ
けを対象としたのか。また保育所の給食費を市の
自主財源でさらに軽減する考えはあるか。
　この交付金は物価高騰の影響を受けた生活
者などを広く支援するもので、本市はさまざ

まな分野を支援するため、保育所などの副食費は
保護者負担の抑制を第一に考え、物価高騰による
値上げ分を対象とした。また保育所の給食費は無
償化の対象外とすべきとの国の方針もあり、他の
社会福祉事業でも食費は自己負担であることから、
保護者負担としている。給食費の無償化や軽減は、
市民ニーズなどを見極め考えていく。

少子化対策と子ども子育て支援の充実
小児医療費助成の拡充は
	 宮原　元紀

子育てに係る保護者負担への対応
保育所での給食費の無償化や軽減は
	 北森　明日香

そ の 他 の 質 問
◦本市の行政サービス向上と行政基盤の強化に向けた
　取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

そ の 他 の 質 問
◦地域公共交通の確保
◦地域経済活性化振興策

そ の 他 の 質 問
◦介護保険制度

●●用語解説●●

≪健
け ん  こ う

幸ポイントアプリ≫

　市民の健康増進および健康管理意識を高めるこ
とを目的としたスマートフォンアプリの名称。
　市内在住の20歳以上が対象で、参加にはス
マートフォンアプリ「グッピーヘルスケア」のダ
ウンロード（無料）が必要。
　アプリでは、体重、歩数や血圧などを記録し、
市の対象イベントへの参加、各種健診や人間ドッ
クの受診などでポイントが付与される。
　毎月1000ポイント以上ためると、ギフト券や
小田原の地場産品等が抽選で当たる特典がある。
　利用方法やアプリのダウンロードについては、
市ホームページ上で案内している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・市HP

健康寿命を延ばす
先進的な未病対策を全国へ発信
	 杉山　三郎
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一般質問

　漁場環境の変化により漁獲量が減少傾向
にあり、貝類の餌となる海藻が枯れる「磯

焼け」(用語解説あり)と呼ばれる現象も発生して
いる。そこで本市におけるサザエとアワビの漁獲
量の状況と、磯焼け対策として取り組んでいる藻
場再生事業について伺う。

　江之浦漁港に水揚げされるサザエの漁獲量
は増加傾向にあるが、アワビは減少している。

　藻場再生事業については、漁業者等により立ち
上げられた小田原藻場再生活動組織が、水産庁の
水産多面的機能発揮対策事業交付金を活用し、カ
ジメ等の海藻が生息できる環境整備を行っている。
具体には、食害防止用の保護網の中にカジメの母

ぼ

藻
そう

を設置した「藻
も

場
ば

礁
しょう

」(用語解説あり)と呼ばれ
るものを海底に設置し、食害生物除去やモニタリ
ングを実施している。

　今年、過去最多の26万人の人出となった
北條五代祭りの活気を見るに、大規模イベ

ントの開催は、広く本市をＰＲするとともに、市
民の郷土愛を高めることもできると考える。全国
的に注目を浴びるような大規模イベントが開催で
きれば、にぎわいが創出され、本市の知名度向上
等につながると考えるが、見解を伺う。

　本市最大のイベントである北條五代祭りは
多くの誘客に加え、本市を広く発信できる機

会となっている。このように大規模イベントは直
接の誘客に加え、本市を知り、訪れてみようとい
うきっかけにもなると考えている。
　大規模イベントは、さまざまな関係者の連携・
協力や財源の確保が不可欠であるため、環境が整
えば開催を考えていきたい。

　本市は第６次小田原市総合計画の重点施策
に「地域資源を生かした新たなビジネスの展

開（美食のまち）」を位置付け事業を実施してい
るが、一般に「美食」とは「贅沢なもの、うまい
ものを食べること」との意味合いが強い。そこで
本市が考える「美食のまち」の定義について伺う。

　本市には生産者や料理人などの多様な人材
や、農産物・水産物などの豊かな食材と伝

統的な加工品、体験イベントなど、小田原ならで
はの食にまつわる数多くの地域資源がある。これ
らを最大限活用した取り組みを市民と一体となっ
て展開し、小田原の食のイメージを広め、地域経
済の好循環につなげたいと考えている。このこと
から本市の「美食のまち」の定義を「世界が憧れ
る小田原の食文化～ヒト・モノ・コト～があるま
ち」と掲げ、食によるまちづくりを推進していく。

本市沿岸の藻場再生の取り組み
磯焼け対策と漁獲量は
	 荒井　信一

本市が進める「美食のまち」づくり
「美食のまち」の定義とは
	 鈴木　和宏

そ の 他 の 質 問
◦公共施設の施設改修

そ の 他 の 質 問
◦地域の特性を生かしたまちづくり
◦公民連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

そ の 他 の 質 問
◦小中学校施設の在り方
◦対話型ＡＩの活用

●●用語解説●●

≪磯焼け≫

　海藻が繁茂した「藻場」が、海洋環境の変化や
大型の台風等により、著しく減少・消失する現象。

≪藻
　 も　 ば  しょう

場礁≫

　藻場を造成するためのコンクリート礁のこと。
本市ではコンクリート製の板ブロックに食害防止
用の保護網を取り付け、その中にカジメの母藻を
設置することで、カジメが成熟し遊走子（種のよ
うなもの）を放出するまで保護しながら育成して
いる。

にぎわい創出と知名度向上に向け
大規模イベント開催の考えは
	 神戸　秀典
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　多くの自治体が地域の移動手段確保に取り
組んでおり、民間との連携や自動運転バスの

運行等の事例もある。地域住民にとって路線バス
の運行がない空白時間は大きな問題であり、外出
が一日がかりになる、多額のタクシー代がかかる
という話を聞くことから、移動手段確保に重点的
に取り組むべき地域があると考えるが、いかがか。

　現在策定中の地域公共交通計画において、
路線バス減便により空白時間帯が生じている

片浦・曽我・下曽我・国府津・橘地域は、日常の
移動手段に課題があり、重点的な取り組みが必要
と捉えている。その対策として、これ以上の路線
バス減便を避けるため、現状の維持・確保を基本
としつつ、空白時間帯補完のため、地域のニーズ
や実情に応じた移動支
援策を検討している。

　螢田駅前の県道は歩道が非常に狭く危険で
あることから、これまでも駅周辺の安全対策

について質問を行ってきた。螢田駅から小田急線
本線に沿って小田原方面に進んだ後、螢田２号踏
切から東側に向かい酒匂川に至る、かつて小田急
砂利軌道と呼ばれた引込線の跡地があるが、この
跡地を活用し、螢田駅付近から蓮正寺駐在所の前
までの区間に歩道を整備できれば、市民の安全な
歩行空間の確保につながると考えるが見解を伺う。

　螢田駅周辺の歩道は、幅員が狭小であること
などから、拡幅を含めた安全対策について、県

と市が連携して検討を進めているところであり、引込
線跡地を歩道用地として活用する提案は有効な方策
であると考える。しかしながら、鉄道保安施設の移
設などのさまざまな課題も想定されるので、小田急
電鉄の意向を確認しながら実現可能性を探っていく。

　市外の中学校や高校へ進学する本市在住
の子どもたちがいる一因に、教育の質の問

題があると考える。文化も伝統もあり地域に根差
した既存の県立高校をグレードアップし中高一貫
校として設置することが、小田原の教育の質や魅
力の向上、ひいては移住促進にも資すると考える
が、見解を伺う。

　本市には、中高６年間の一貫教育に取り組
む私立の学校があるが、市立小学校を卒業後、

市外・県外の中高一貫校等へ進学する児童が一定
数いることから、市内に「県立中等教育学校」と
いう選択肢が増えることは大変望ましい。このた
め、今後の本市への県立
中等教育学校の設置可能
性について、神奈川県と
情報交換を行っていく。

　学校給食での地場産物活用は、地産地消の
有効な手段である。地場産物の消費は、地域

の活性化等による持続可能な食の実現につながる
とともに、地域の関係者の協力の下、子どもたち
が持続可能な食生活を実践することにもつながり、
教育効果も期待できる。こうしたことから学校給
食での地産地消を進めるべきと考えるが、本市の
学校給食における地産地消の目標設定を伺う。
　子どもたちが学校給食を通して、小田原の
風土が育む地場産物を理解し、そのおいしさ

を味わうことができるようにするとともに、その
利用拡大により地域経済を活性化し、地場産業の
さらなる振興と育成を図るため、令和６年度まで
に市内産の使用率を25%以上とする目標を設定
し、本年度から市内産活用倍増作戦に取り組み始
めたところである。

螢田駅周辺における歩行空間の確保
旧引込線跡地を活用しては
	 清水　隆男

小田原の教育の質の向上
市内に県立中高一貫校を
	 大川　晋作

そ の 他 の 質 問
◦脱炭素の取り組み
◦水環境の保全の取り組み

そ の 他 の 質 問
◦自転車利用者の命を守る取り組み
◦教育環境の整備

そ の 他 の 質 問
◦市民の命と財産を守るための防災・減災対策
◦市政運営の基本方針

そ の 他 の 質 問
◦学校給食等

地域住民の切実な願い
移動手段確保への取り組みは
	 寺島　由美子

食育における「生きた教材」
学校給食での地産地消の取り組みは
	 金崎　達
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議会トピックス議会トピックス

　市議会では本会議がどのように進められて
いるかを市民の皆さんが直接見たり、聞いた
りできるように、議場に傍聴席を設けており
ます。
　市民の代表である市議会議員の議員活動・議
会活動や、市政の方針などを直接お確かめくだ
さい。
〇受付方法
　本会議当日、市役所４階の傍聴受付にお越
しください。受付において、傍聴人受付簿に
住所・氏名をご記入いただき、傍聴券をお受
け取りください。どなたでも傍聴できます。

　 上記の方法以外に、インター
　　ネット上で、動画（ライブ中
　　継・録画）を配信しておりま
　　すので、ぜひご覧ください。

　５月 22日、23日の２日間にわたって初当
選議員（８人）に対する研修会が実施されま
した。
　１日目は市議会の運営や小田原市の財政状
況について講義が行われ、２日目は引き続き
講義のほか、高田浄水場、おだわら子ども若
者教育支援センター（通称：はーもにぃ）、早
川エリアの施設見学を行いました。

９／１（金） 本会議（第１日目）
提出議案等の説明

９／６（水）
本会議（第２日目）
議案に関する質疑など
議会広報広聴常任委員会

９／７（木） 総務常任委員会

９／８（金） 厚生文教常任委員会

９／ 11（月） 建設経済常任委員会

９／ 15（金）
本会議（第３日目）
各常任委員長審査結果報告
議案等の採決、一般質問

９／ 19（火） 本会議（第４日目）
一般質問

９／ 20（水） 本会議（第５日目）
一般質問

９／ 21（木） 本会議（第６日目）
一般質問

９／ 22（金）

本会議（第７日目）
一般質問
決算認定案の説明など
決算特別委員会
議会広報広聴常任委員会

９／ 25（月） 決算特別委員会（書類審査・一
般会計）

９／ 26（火） 決算特別委員会（書類審査・一
般会計・特別会計・企業会計）

９／ 27（水） 決算特別委員会（現地査察）

10 ／２（月） 決算特別委員会（総括質疑、採
決）

10 ／５（木）
本会議（第８日目）
決算特別委員長審査結果報告
決算議案等の採決

初当選議員研修会を実施

▲小田原市公設水産地方卸売市場の見学の様子

小田原市議会 HP


